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〜「
個
別
最
適
」か
ら

　「
全
体
最
適
」へ
の

　  

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
〜

ダ
ム
を
新
た
な
資
源
に
し
た

治
水
と
水
力
発
電
の
強
化

　
気
候
変
動
は
未
曾
有
の
降
雨
現
象
と

激
甚
な
水
害
を
も
た
ら
し
、実
効
あ
る
対

策
の
構
築
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。ま
た
、地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
総
力
を
挙

げ
た
取
組
み
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
水
循
環
委
員
会
で
は
、こ
の

よ
う
な
課
題
に
対
し
、既
設
ダ
ム
に
よ
る

対
応
策
の
強
化
に
向
け
た
議
論
を
進
め
、

今
般
、降
雨
予
測
等
の
先
進
的
科
学
技
術

を
導
入
し
た
ダ
ム
の「
高
度
運
用
」に
よ

る
治
水
と
水
力
発
電
の
強
化
に
向
け
た

提
言
を
ま
と
め
た
。こ
れ
は
、適
応
策
と

緩
和
策
の
両
立
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

治
水･

利
水
機
能
の

相
反
関
係
を
超
え
る

　
ダ
ム
を「
空
」に
し
て
洪
水
を
た
め
込

む
治
水
機
能
と
、ダ
ム
に「
貯
留
」し
た

水
を
発
電
等
に
使
う
利
水
機
能
は
利
益

相
反
と
も
い
え
る
関
係
に
あ
る
。ダ
ム
に

お
け
る
こ
の
関
係
の
調
整
は
、治
水
と
利

水
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
を
も
と
に
、河
川
の

流
況
や
降
雨
の
観
測
値
等
に
基
づ
く
治

水･

利
水
機
能
の
評
価
に
よ
り
、ダ
ム
貯

適
」を
転
換
し
、新
た
な
科
学
技
術
の
導

入
と
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
に
よ
り「
全
体

最
適
」を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

「
高
度
運
用
」に
よ
る

治
水
と
水
力
発
電
の
効
果
　
　

　
高
度
運
用
は
新
た
な
取
組
み
で
あ
り
、

そ
の
効
果
に
関
す
る
評
価
や
デ
ー
タ
は

整
備
さ
れ
る
ダ
ム
の
容
量
等
を
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、二
℃
上
昇
に
よ
る
流
量

増
へ
の
有
効
な
対
策
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、水
力
発
電
増
電
に
つ
い
て
は
、

国
等
が
管
理
す
る
約
七
〇
の
多
目
的
ダ

ム
で
検
討
し
、概
ね
一
五
～
二
〇
％
増

電
の
可
能
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。今

後
、規
模
や
特
性
の
異
な
る
ダ
ム
に
検
討

対
象
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、放
流
管･

発
電
機
等
の
新
・
増
設
に
よ
る
増
電
効

果
等
を
加
え
た
評
価
が
期
待
さ
れ
る
。

　
本
提
言
は
、ダ
ム
本
体
建
設
や
用
地

補
償
等
の
大
規
模
投
資
が
終
了
し
て
い

る
既
設
ダ
ム
へ
の
高
度
運
用
の
導
入
と

放
流
口
等
の
施
設
の
新
・
増
設
の
追
加

投
資
に
よ
り
、新
た
な
治
水･

水
力
発
電
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

強
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。わ
が
国
に

あ
る
約
三
、〇
〇
〇
ダ
ム
の
中
で
、治
水

と
発
電
の
い
ず
れ
か
を
目
的
と
し
、高
度

運
用
導
入
の
可
能
性
の
あ
る
ダ
ム
は
約

一
、三
〇
〇
あ
る
。最
近
の
再
開
発
等
で

の
放
流
管
等
の
増
設
コ
ス
ト
を
試
算
す

る
と
一
基
約
八
〇
億
円
で
あ
り
、各
ダ
ム

の
規
模
や
条
件
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ

る
が
、大
ま
か
に
見
れ
ば
約
一
、〇
〇
〇

ダ
ム
で
の
コ
ス
ト
は
約
八
兆
円
と
な
り
、

水
池
に
お
け
る「
空
」と「
貯
留
」の
固

定
的
境
界
と
し
て
の「
制
限
水
位
」を
設

定
し
、こ
の
ル
ー
ル
の
も
と
で
両
方
の
目

的
を
合
理
的
に
達
成
し
て
き
た
。

　
本
提
言
は
、こ
の「
制
限
水
位
」に
対

し
、先
進
的
な
降
雨
予
測
技
術
を
導
入

し
た
新
た
な
概
念
に
基
づ
く
調
整
ル
ー

ル
と
し
て
、ダ
ム
の「
高
度
運
用
」を
提

案
す
る
。具
体
的
に
は
、洪
水
が
予
測
さ

れ
る
洪
水
時
は
、事
前
放
流
に
よ
り
現

行
の
制
限
水
位
以
下
に
水
位
を
下
げ
、

「
空
」の
容
量
を
増
や
し
て
治
水
強
化
を

図
り
、洪
水
の
予
測
さ
れ
な
い
平
常
時
は

制
限
水
位
以
上
に「
貯
留
」し
発
電
等
の

強
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。更
に
、ダ
ム

の
放
流
管
等
の
新
・
増
設
に
よ
り
、放
流

可
能
量
を
増
や
す
こ
と
で
、現
在
進
め
ら

れ
て
い
る
事
前
放
流
を
効
果
的
・
安
定

的
な
治
水
対
策
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。ま
た
、放
流
能
力
の
強
化
に
よ

り
平
常
時
の「
貯
留
」を
更
に
増
や
し
、

機
能
代
替
の
発
電
施
設
の
新･

増
設
と

合
わ
せ
た
増
電
が
期
待
で
き
る
。

　「
高
度
運
用
」は
、従
来
の
個
別
ダ
ム

ご
と
、個
別
目
的（
治
水
、潅
漑
、上
水
、

発
電
等
）ご
と
の
運
用
に
よ
る「
個
別
最

限
ら
れ
て
い
る
。こ
の
た
め
、高
度
運
用

に
よ
る
治
水
や
発
電
の
効
果
、可
能
性
の

あ
る
ダ
ム
、事
業
費
規
模
等
の
検
討
を

行
っ
た
。

　
治
水
効
果
は
、地
球
温
暖
化
二
℃
上

昇
に
よ
る
洪
水
流
量
増
を
対
象
に
、国
土

交
通
省
に
よ
る
現
計
画
の
洪
水
流
量
の

一
・
二
倍
と
い
う
評
価
を
用
い
て
検
討
し

た
。こ
の
よ
う
な
規
模
の
洪
水
流
量
増
を

河
川
の
拡
幅
で
担
う
こ
と
は
、

市
街
地
を
流
れ
る
河
川
で
は

一
般
的
に
困
難
で
あ
り
、洪
水

貯
留
が
重
要
な
役
割
を
担
う
。

一
級
水
系
を
対
象
に
二
割
増

の
洪
水
を
新
た
に
貯
留
す
る

可
能
性
を
検
討
し
た
。こ
れ
ま

で
整
備
済
み
の
洪
水
調
節
容

量
約
五
〇
億
立
方
㍍
に
対
し
、

更
に
約
九
六
億
立
方
㍍
の
貯

留
が
必
要
に
な
り
、現
行
の
事

前
放
流
量
の
約
四
五
億
立
方

㍍
に
加
え
、こ
れ
に
匹
敵
す
る

規
模
の
貯
留
が
必
要
に
な
る
。

一
級
水
系
で
の
ダ
ム
の
高
度

運
用
に
よ
る
貯
留
増
加
量
と

現
治
水
計
画
に
基
づ
き
今
後

こ
れ
に
発
電
機
等
の
コ
ス
ト
が
必
要
に
な

る
。更
に
、工
事
期
間
は
概
ね
三
～
四
年

と
見
込
ま
れ
、日
本
の
有
す
る
優
れ
た
施

工
技
術
や
放
流
管
・
発
電
機
等
の
投
入

が
可
能
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
有
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
い
え
る
。

「
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
」に
よ
る

新
た
な
価
値
の
創
出

　
こ
れ
ま
で
、フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
で
の
河

川
や
ダ
ム
構
造
・
既
往
水
文
観
測
デ
ー

タ
等
に
基
づ
く
計
画
や
ダ
ム
運
用
の

ル
ー
ル
の
も
と
で
治
水･

利
水
を
進
め
て

き
た
。ダ
ム
の
高
度
運
用
は
、各
目
的･

分
野
・
技
術
等
の
境
界
を
超
え
た
発
想

の
も
と
で
、先
進
的
降
雨
予
測
技
術
を
導

入
し
、広
範
な
流
域
の
情
報
や
デ
ー
タ
を

サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
い
て
分
析
・
評
価

す
る
こ
と
で
、従
来
の
制
約
条
件
や
閾
値

を
超
え
た
価
値
を
創
出
し
、フ
ィ
ジ
カ
ル

空
間
で
の
具
体
的
実
現
を
目
指
す
挑
戦

で
あ
る
。「
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
」に
よ
る
治

水･

水
資
源
の
新
た
な
価
値
の
創
出
を
、

強
靱
な
国
土
づ
く
り
に
繋
げ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
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